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シルバー安曇野

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
定
時
総
会
が
5

月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
会

員
の
参
加
に
よ
り
、
功
労
者
の
表

彰
と
、
諸
議
案
を
議
決
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
理
事
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
理
事
長
と
い
う
大

役
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

諸
先
輩
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
念
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
、
セ
ン
タ
ー
事
業

の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
安
全
・
適
正
就
業
の
深
度
化
を
図
り
、「
安

全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
合
言
葉
に
み
ん
な
で
取
り
組

み
、
地
域
の
皆
様
の
信
頼
を
得
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。今

後
も
行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
挨
拶
と
し
ま
す
。

長峰山から安曇野を展望

理
事
長
挨
拶

理
事
長
　
佐 

々 

木
　
胤 

明
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よ
る
職
域
拡
大
や
会
員
拡
大
を
推
進
す
る

ほ
か
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
、
財
政

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
会
員
の
拡
大
が
重
要
で
あ

り
会
員
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

 

定
時
総
会
に
合
わ
せ
、
総
会
開
始
前

に
「
特
殊
詐
欺
防
止
講
習
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
、
安
曇
野
市
消
費
生
活

相
談
員
の
内
田
俊
博
さ
ん
か
ら
様
々
な
特

殊
詐
欺
の
実
態
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
安
曇
野
市
で
も
実
際
に
被
害
に
あ

わ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
身
近
な
問
題
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人
、
契
約
金
額
は
、
対
前
年
比
１
０
０
・

4
％
増
の
5
億
９
５
７
２
万
円
と
増
加
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
は
、
運
転
業
務

を
中
心
に
就
業
開
拓
を
し
、
対
前
年
比

4
・
5
倍
と
実
績
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

最
重
要
課
題
と
し
て
い
た「
安
全
就
業
」

で
は
、
事
故
件
数
が
8
件
で
、
事
故
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
課
題
を
残
し
ま

し
た
。

同
じ
く
収
支
決
算
報
告
で
は
、
各
種
決

算
書
類
や
財
産
目
録
等
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
監
事
か
ら
適
正
で
あ
っ
た
と
の
監
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
監
事

か
ら
、
会
員
不
足
の
問
題
、
職
域
班
の
未

設
置
地
区
の
問
題
等
あ
る
が
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

検
討
が
必
要
と
の
補
足
意
見
が
有
り
ま
し

た
。平

成
30
年
度
事
業
計
画
で
は
、
会
員
の

願
い
や
地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た

め
、
常
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
多
様
な
高
齢

者
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
シ
ル

バ
ー
事
業
の
基
本
で
あ
る
請
負
就
業
に
加

え
て
、シ
ル
バ
ー
派
遣
の
特
性
を
活
か
し
、

新
た
な
分
野
へ
の
積
極
的
な
就
業
開
拓
に

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
定
時
総
会

が
、
5
月
24
日
、
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員

１
２
０
人
が
出
席
し
、
本
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
理
事
・
監
事
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
年
会
員
と
し
て
、
積
極
的

に
活
動
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
の
た

め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
45
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

 

平
成
29
年
度
事
業
報
告
で
は
、
会
員
数

が
前
年
度
と
比
較
し
8
人
減
の
８
９
４

平
成
30
年
度
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

表
彰
者
一
覧

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
会
員
表
彰
者
》

会
員
表
彰
（
77
歳
以
上
で
、
過
去
5
年

間
に
１
０
０
日
以
上
就
労
し
、
セ
ン
タ
ー

の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
寄
与
し
た
者
）

特
殊
詐
欺
防
止
講
習
会

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
」

柴　

田　

桂　

吾

宮　

嶋　
　
　

保

石　

田　

良　

夫

伊　

藤　

文　

男

平　

林　

紀　

義

丸　

山　

紀　

元

高　

橋　

よ
し
み

松　

沢　

満
寿
子

宮　

田　

明　

子

唐　

澤　

博　

德

石　

田　

千
世
子

竹　

内　

富
美
子

坂　

本　

志　

朗

高　

山　

節　

夫

藤　

沢　

靖　

雄

古　

畑　

堯　

子

宮　

澤　

興　

生

藤　

沢　

ふ
み
子

安　

藤　

義　

夫

川　

崎　

武　

彦

須　

澤　

利　

貞

松　

下　

正　

樹

横　

川　

安　

美

矢
ノ
口　

二
千
六

高　

藤　

正　

志

曽
根
原　

和　

子

太　

田　

た
つ
子

降　

幡　

昭　

男

市　

川　

光　

一

横　

山　

總　

作

戸　

谷　

き
ぬ
子

本　

山　

友　

繁

高　

山　

紀
矩
江

臼　

井　

直　

江

大　

澤　

光　

次

杉　

原　

み
は
る

明　

科

明　

科

明　

科

明　

科

明　

科

明　

科

明　

科

堀　

金

堀　

金

堀　

金

堀　

金

堀　

金

三　

郷

三　

郷

三　

郷

三　

郷

三　

郷

三　

郷

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

穂　

高

豊　

科

豊　

科

豊　

科

豊　

科

豊　

科

豊　

科

豊　

科

豊　

科

理事長あいさつ
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氏　
　
　

名

役
職
名

広　

田　

万
寿
美

理　
　

事

山　

田　

裕　

也

監　
　

事

深　

石　

武　

雄

監　
　

事

竹　

村　
　
　

隆

地
域
班
長

川　

岸　

龍　

平

地
域
班
長

望　

月　

静　

夫

地
域
班
長

和　

田　

照　

男

地
域
班
長

曽　

山　

栄　

子

地
域
班
長

中　

村　

今
朝
盛

地
域
班
長

矢　

花　

滋　

夫

地
域
班
長

唐　

澤　

博　

德

職
域
班
長

理
事
長

佐
々
木
胤
明

三
郷

副
理
事
長

飯
沼　

常
雄

豊
科

専
務
理
事

赤
羽　

孝
明

豊
科

理　
　

事

野
本　

岳
洋

安
曇
野
市
長
寿
社
会
課
長

〃

山
田　

詔
一

豊
科

〃

小
林　

義
明

穂
高

〃

竹
原　

徳
治

穂
高

〃

那
須
野
卯
久

三
郷

〃

北
林　

幹
男

堀
金

〃

田
口　

一
夫

堀
金

〃

嶋
崎　

紘
次

明
科

〃

小
林　

松
治

明
科

監
事

赤
澤　

喜
夫

豊
科

〃

織
田　

洋
二

穂
高

役
員
表
彰
（
2
期
以
上
に
わ
た
り
役
員

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
寄
与

し
退
任
し
た
者
）

受賞者

選任された理事・監事の皆さん
　　　　任期平成３２年の総会まで

第
１
回
安
全
・
適
性

　
　
　

就
業
委
員
会
を
開
催

6
月
5
日
に
開
催
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
の
新
し
い
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
長　
　
　

竹
原　

徳
治　
　

穂
高

副
委
員
長　
　

田
野
尻　

正　
　

豊
科

委　

員　
　
　

山
田　

詔
一　
　

豊
科

　

〃　
　
　
　

田
口　

一
夫　
　

堀
金

　

〃　
　
　
　

小
林　

松
治　
　

明
科

　

〃　
　
　
　

丸
山　

至
孝　
　

豊
科

　

〃　
　
　
　

丸
山　

勝
喜　
　

穂
高

　

〃　
　
　
　

原
田　

興
亜　
　

穂
高

　

〃　
　
　
　

小
笠
原
誠
司　
　

三
郷

　

〃　
　
　
　

唐
澤　

博
德　
　

堀
金

　

〃　
　
　
　

岩
垂　

俊
一　
　

明
科

　

〃　
　
　
　

降
幡　

昭
男　
　

穂
高

　

〃　
　
　
　

竹
田　
　

信　

事
務
局

先
の
6
月
5
日
の
第
１
回
安
全
・
適

正
就
業
委
員
会
に
於
い
て
委
員
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
竹
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。

例
年
何
件
か
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
年
こ
そ
ゼ
ロ
件
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
全
員
が
意
識
的
に

取
組
み
結
果
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

で
明
る
く
安
全
な
就
業
が
出
来
る
よ
う
、

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

重
点
目
標
を
定
め
ま
し
た
。『
重
篤

事
故
の
撲
滅
、
事
故
件
数
の
減
、
及
び

健
康
管
理
』
を
定
め
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に

①　

安
全
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
の
完
全
実
施

②　

安
全
装
備
使
用
の
徹
底

③　

健
康
診
断
受
診
及
び
健
康
体
操
の

　
　

奨
励

④　

交
通
事
故
防
止

全
会
員
の
目
標
で
す
。「
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
・
け
が
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
就
業
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
策
１　
日
頃
か
ら
、
暑
さ
に
負
け

　
　
　
　
　

な
い
体
作
り
を

①
水
分
を
こ
ま
め
に
取
っ
て
く
だ
さ
い

②
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
取
っ
て
く
だ
さ
い

③
十
分
な
睡
眠
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

対
策
２　
日
々
の
生
活
の
中
で
、
暑

　
　
　
　
　

さ
に
対
す
る
工
夫
を

熱
中
症
に
注
意
を

安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
か
ら

竹
原
委
員
長
あ
い
さ
つ

平
成
30
年
度
安
全
・
適
正
就
業

対
策
推
進
計
画

新
役
員
決
ま
る
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①
気
温
と
湿
度
に
注
意
し
て
下
さ
い

②
着
る
も
の
を
考
え
て
下
さ
い

③
冷
却
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
炎
天
下
で
の
作
業
や
空
調

対
策
３　
設
備
の
な
い
場
所
で
は
特

　
　
　
　
　

に
注
意
し
て

①
飲
み
物
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う

②
休
憩
を
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う

③
報
道
さ
れ
る
注
意
報
に
耳
を
傾
け
て

今
年
も
蜂
や
蚊
の
発
生
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
作
業
現
場
を
確

認
し
蜂
の
巣
や
蜂
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
黒
地
の
着
衣

を
避
け
る
な
ど
工
夫
し
て
下
さ
い
。

蜂
ス
プ
レ
ー
、
ア
ブ
ス
プ
レ
ー
は
事

務
局
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
職
員
に

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

当
年
度
の
事
業
経
過
、
次
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
の
情
報
交
換
と
事
務
局
と

会
員
と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
地

区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

剪
定
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、「
安
全
作

業
を
す
る
た
め
の
知
識
向
上
」
と
「
樹

豊
科
地
区　
　

３
月
６
日　
　

46
名

穂
高
地
区　
　

３
月
９
日　
　

55
名

三
郷
地
区　
　

３
月
５
日　
　

52
名

堀
金
地
区　
　

３
月
３
日　
　

50
名

明
科
地
区　
　

３
月
７
日　
　

39
名

以
上
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
事
務
局

か
ら
も
会
員
が
足
り
な
い
、
様
々
な
苦

情
も
来
て
い
る
等
話
を
し
懇
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
か
ら

も
配
分
金
の
単
価
が
変
わ
っ
て
い
な

い
、
用
具
の
補
助
も
し
て
も
ら
え
な
い

か
等
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

明科地区懇談会

地
区
懇
談
会
を
開
催

剪
定
講
習
会
開
催
さ
れ
る

木
の
剪
定
技
術
向
上
」
を
目
的
に
、
3

月
10
日
（
土
）
堀
金
中
央
公
園
内
臼
井

吉
見
文
学
館
に
お
い
て
、
38
名
の
会
員

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
、
豊
科
造
園
組
合
か
ら
3
名
の
講
師

を
招
き
、
糸
ヒ
バ
・
樫
・
そ
よ
ご
等
の

木
で
梯
子
や
脚
立
の
立
て
方
、
固
定
の

仕
方
な
ど
を
実
習
し
、
剪
定
の
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
も
剪
定
で
は
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
就
業
前
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
現
場
点
検
等
を
必
ず
行
い
、

十
分
注
意
を
し
な
が
ら
今
年
度
も
就
業

を
お
願
い
し
ま
す
。

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

か
ら
委
託
を
受
け
た
技
能
講
習
会
「
果

樹
農
園
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
」
を
5
月
17

日
か
ら
3
日
間
開
講
し
7
人
が
受
講
し

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
新
規
会
員
の
発
掘
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
技
能
講
習
で
は
Ｊ
Ａ

の
果
樹
技
術
員
、
県
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
方
か
ら
、
摘
果
の
講
習
が
半

日
単
位
で
2
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

講
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
既
に
り
ん
ご
農
家

の
戦
力
と
し
て
就
業
し
て
い
ま
す
。

講習会を受講されている皆さん

利
用
度
の
高
い
軽
ダ
ン
プ
を
2
台
購

入
し
ま
し
た
。
今
回
は
荷
台
が
低
床
と

な
っ
て
お
り
使
い
や
す
い
も
の
で
す
。

今
ま
で
利
用
し
て
頂
い
た
軽
ダ
ン
プ

に
加
え
、
就
業
で
必
要
な
場
合
は
、
事

務
局
で
予
約
を
し
て
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

就
業
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
、
当
セ

ン
タ
ー
独
自
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
玉
ね
ぎ
栽
培
の
収
穫
が
6
月
中
旬

第
21
回
安
曇
野

玉
ね
ぎ
祭
り
参
加

軽
ダ
ン
プ
購
入

高
齢
者
活
躍
人
材

育
成
事
業
を
開
催

今
年
の
で
き
ご
と

蜂
や
蚊
に
注
意
を
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47
人
の
会
員
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
様
々
な
情
報
を
い
た
だ
き
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
絶
対
事
故

を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

就
業
に
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

業
務
担
当　
　

桃
澤　

健
司

　

こ
の
4
月
か
ら

豊
科
担
当
と
し

て
、
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
桃

澤
と
申
し
ま
す
。

就
任
後
4
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た

が
、い
ま
だ
に
分
か
ら
な
い
事
も
あ
り
、

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
6
月
23
日
21
回

に
な
る
、
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
に
参
加

し
ま
し
た
。
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
で
直

売
を
行
い
、
市
内
外
、
県
外
か
ら
の
購

入
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
に
は
6
月
27
日
に
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
玉
ね
ぎ
は
、
例
年
よ
り
若
干

遅
れ
ま
し
た
が
、
大
き
さ
も
品
質
的
に

も
十
分
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
消
費

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
好
評
で
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

7
月
3
日
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
に
よ
る
安
全
・
適
正
就
業
パ

ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

真
夏
日
と
な
り
大
変
暑
い
日
と
な
り
ま

し
た
が
草
刈
現
場
と
剪
定
現
場
を
そ
れ

ぞ
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
し
日
々
の
就
業
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
県
シ
連
適
正
就
業

対
策
推
進
委
員
か
ら
は
全
体
的
に
は
安

全
に
配
慮
し
た
就
業
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
草
刈
の
終
了
間
際
に
な
る
と
距
離

が
近
づ
く
、
刈
払
機
の
カ
バ
ー
が
離
れ

て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

常
に
安
全
帯
を
使
用
す
る
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
暑
い
時
期
に
な
る
の

で
水
分
補
給
等
体
調
に
は
十
分
配
慮
す

る
よ
う
意
見
も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。
全

会
員
が
常
に
安
全
就
業
に
意
識
を
持
ち

取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
5
日
草
刈
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
国
営
ア
ル
プ
ス
あ

づ
み
の
公
園
で
計
画
を
し
て
い
ま
し
た

が
台
風
７
合
の
影
響
で
豊
科
保
健
セ
ン

タ
ー
隣
の
「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
に
於

て
行
わ
れ
、
一
般
注
意
事
項
、
作
業
計

画
、
作
業
方
法
等
中
心
に
座
学
の
講
演

を
、
林
材
業
安
全
管
理
指
導
専
門
家
の

市
川
和
歳
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
豊
科
地
区
の
地
理
も
不
慣
れ
な
こ

と
か
ら
、
多
く
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
増
々
進
む
中
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
多
種
多
様
な
ご
要

望
が
こ
れ
か
ら
も
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
事
か
ら
多
様
な
ご
要
望
に
、

適
切
で
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
様
努
力

を
し
て
行
き
た
い
思
っ
て
い
ま
す
。

　

業
務
担
当　

曽
根
原　

正
之

　

こ
の
4
月
か
ら

穂
高
の
業
務
担
当

と
な
り
ま
し
た
曽

根
原
正
之
と
申
し

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
4
ヶ
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
発
注
者
の
皆
様

や
会
員
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
早

く
仕
事
を
覚
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
で
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
会
員
の

皆
様
の
希
望
に
応
じ
た
就
業
の
機
会
を

確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

草
刈
安
全
講
習
会
開
催

安
全
・
適
正
就
業

　

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

新
職
員
の
紹
介

パトロールの様子

草刈安全講習会の様子
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◆
平
成
最
後
の
三
十
年
度
の
定
時
総

会
と
中
期
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
く
各
事

業
計
画
が
始
ま
り
数
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
順
調
に
好
成
績
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

◆
各
事
業
計
画
に
、
わ
れ
わ
れ
が
頑

張
る
の
は
、
次
の
世
代
に
よ
り
良
い
充

実
し
た
発
展
の
シ
ル
バ
ー
組
織
を
残
し

た
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
は
会
員
の
拡

大
が
最
優
先
で
す
。
ま
ず
「
一
会
員
一

新
会
員
の
紹
介
と
就
業
開
拓
」
運
動
を

進
め
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
「
定
年
は
自
分

で
決
め
ら
れ
る
」「
地
域
へ
の
貢
献
」を
、

旗
印
に
口
コ
ミ
や
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ

て
地
域
住
民
と
地
元
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
会
員
増
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
皆
様

の
考
え
や
ア
イ
デ
ア
等
の
声
を
調
査
広

報
部
会
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

◆
ま
だ
暑
さ
が
続
き
ま
す
。
外
の
作

業
の
最
盛
期
中
で
す
。
十
分
な
水
分
と

塩
分
補
給
と
適
度
な
休
憩
等
の
日
々
の

暑
さ
対
策
を
し
て
下
さ
い
。
最
も
大
切

な
こ
と
は
日
頃
の
体
調
管
理
を
し
て
、

夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、

安
全
作
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

北
林
幹
男
、
那
須
野
卯
久

　
　
　
　
　

小
林
義
明
、
嶋
崎
紘
次

編
集
後
記

し
た
が
、
最
近
や
っ
と
仕
事
の
ペ
ー
ス

が
つ
か
め
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

中
に
入
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
は
多
種
多
様
に
お
よ
ん
で

い
る
事
、
ま
た
会
員
さ
ん
た
ち
の
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
な
ど
、
改
め
て
多
く
の

事
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
健

康
で
働
け
る
よ
う
に
雰
囲
気
を
作
り
、

よ
り
多
く
の
就
業
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

業
務
担
当　

中
澤　

章
盛

　

こ
の
4
月
か
ら

派
遣
業
務
を
担
当

し
4
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
感
じ

た
こ
と
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就

業
依
頼
の
多
さ
で
す
。
急
速
に
進
む
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
地
域
に
お
い
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て

い
る
役
割
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
派
遣
業
務
に

は
、
小
売
サ
ー
ビ
ス
業
や
飲
食
業
等
か

ら
の
就
業
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル

バ
ー
会
員
の
高
齢
化
と
新
入
会
員
の
減

少
に
よ
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

7
月
分
は
8
月
20
日
（
月
）

8
月
分
は
9
月
20
日
（
木
）

9
月
分
は
10
月
19
日
（
金
）

10
月
分
は
11
月
20
日
（
火
）

11
月
分
は
12
月
20
日
（
木
）

12
月
分
は
1
月
20
日
（
金
）

　

新
入
会
員
の
勧
誘
が
急
務
だ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
と
協
力

し
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

何
卒
ご
指
導
、
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

就
業
後
速
や
か
に
、
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
様
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
、

シ
ル
バ
ー
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
又
は
、
事

務
局
へ
就
業
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
せ
ん
と
、
配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
業
報
告
書
の
提
出

に
つ
い
て
の
お
願
い

配
分
金
及
び
派
遣
給
与
の
振
込
日

業
務
担
当　
　

岡
村　

栄
一

　

4
月
よ
り
堀
金

の
業
務
担
当
と
し

て
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
内
容
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
状
況
が
わ
か
っ
て
来
る
に
連

れ
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
感
動
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

社
会
の
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
力
は
、
今
や
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は

こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
い
く

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
も
そ
の
一
員
と
し
て
少
し
で
も
力

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
事
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

業
務
担
当　

竹
田　

信

　

4
月
よ
り
明
科

地
区
担
当
に
就
任

し
て
早
い
も
の
で

4
ヶ
月
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
ら
手
つ
け
て
よ
い
の
か
全
く
分

か
ら
ず
、
右
住
左
住
し
て
い
た
毎
日
で

事
務
局
だ
よ
り


